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Ⅰ は じ  

昭和42年5月、県立前橋工業高校教諭松島  

栄治卑び同校歴史研究部（部長笹岡規雄）風  

前橋市教育委員会から、同市宅地造成組合が宅  

地造成を進めている広瀬団地内に所在する古墳  

調査の依頼を受けた。   

ところで、この広瀬団地は、旧勢多郡上川渕  

相手後閑から旧佐波郡上陽村宇山王地内にかけ  

て造成するものであるが、この地は群馬県にお  

いても古墳の群集地帯として有名な所て 昭和  

10年に刊行された上毛古墳綜覧によれは、実  

に百数十基の古墳の存在が確認されている。し  

かるに、第二次大戦中から戦後にかけての開費  

は、 この地ほおいても他地域の例忙もれず、多  

数の古墳を破壊し消滅させてしまへ 昭弁口41  

壷の宅地造成計画時にかける古墳の数は約占5  

基とされている。これら古墳に対し、前橋市教  

育委芦会は、同市文化財専門零声会にはかる一  

方、県教育委芦会の指導を得て   

① 破壊を禁止する古墳  占基   

② 調査の上処置する古墳 17基   

⑨ 整地をする古墳  4□基   

とし、古墳の保護と調査括勒に当ったのであ  

った。   

発掘調査の依頼を受けたわれわれは、直ちに  

現地葱視察し、上記⑨に当るものは、既に褒滅  

し僅かに痕跡を止めている程度であったので、  

この醜査はあきらめ、上記②に当るものの調査  

に専ら当ることとした。   

調査は、これら古項群が、北方に隣接する朝  

倉古墳群に匹敵する古墳群をので、広瀬古墳群  

め に  

と命名し、県立前橋工業高校歴史研究部の昭和   

42年直行亭として、同年5月17日から墳丘   

の測量を開始し、5月25日からは発掘調査に   

とりかかり、4月2日に－おう終了した。この   

間、調査を行なった古墳名及◆び所在位置は■下記   

の過少である。   

○発掘調査を行なった古墳  

① 上毛古墳綜覧上陽村第5号（オトウカ山）  

古墳あ   

前橋市表示木之宮1。5～147番地   
④ 上毛古墳綜覧上隣村第24号古墳  

前橋市山王町字法尺寺2d2番地   

⑤ 上毛古墳綜覧記載漏（大塚北）古墳  

前橋市山王町字大塚174番地   

○墳丘測量のみを行をった古墳  

① 上毛古墳綜覧上陽村第5号（ボンゼン山）  

古墳  

前橋市領家町甲228、乙2228番地  

② 上毛古墳綜覧上陽村第15号古墳  

前橋市山王町宇田尻480、481番地  

⑨ 上毛古墳綜覧上陽村第2□号（亀塚山）  

古墳  

前橋市山王町名法尺寺5ロ4番地  

また調査の参加者は次の通りである。  

。発掘諭査担当者  松島栄治   

○発掘調査員  北爪光成 梅沢 栄  

笹岡規雄 狩野季男 永井良伸／」＼林 勝  

都丸和芳 宮口宗久 中島 厚 堀越八十  

以上のはかに、鼎立前橋高校、同女子高校及  
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特別の御尽力と御支援を得た。筒、報告書の作  

成に当っては、群馬大学尾崎喜左雄博士をはじ  

め同研究童の人々から種々御教示を受けた。こ  

こに記して篤く感謝の意を表すると共に深く御  

礼を申しあげる次第である。  

び前橋市立女子高校の関係各クラブ有志の協力  

を得た。   

また、発掘調査に伴う諸準備及び事務的な仕  

事は、前橋市教育委員会社会教育課が担当し、  

御多忙のところ、社会教育課長近藤義視 管埋  

係長小海国巧 社数主事阿久津宗二各先生には  

環 境   Ⅰ調 査 地 の   

広瀬古墳群は、前橋市の南端瓢朝倉古頃詳  

に南接して所在する。   

広い関東平野の北西部に、舌のように張り出  

した群馬県の平野部へは、山地に発した幾条も  

の河川が流れ込み独特の景観を形づくっている。  

こうした小河川の1つである広瀬川は、利根川  

から別れて赤城山西南麓をめぐり、前橋市街地  

を横断した後、流路を東南方向にとって流れ去  

る。古墳群はこの広瀬川の右最 5－占〝しの比  

高をもつ段丘上に形成されている。標高は約80  

仇であり、傾斜はわずかに北に高い。今、この  

地に立つて西方を見渡せば、段丘上面はわずか  

なうねりをもつ平坦地が続き、竜かに浅間山を  

望む。また東側には広瀬川、国鉄両毛線前橋一  

伊勢崎間が走り、北方には雄峰赤城山、北西に  

は／」、野子山、榛名諸連山を望むことができる。   

土壌は、第4紀の旧河床礫層が数77乙の厚さで  

基盤をなし、その上部は地表まで約1仇の厚さ  

佐敷層の堆積を認めることができるが、その中  

には度々の河川の氾濫による砂質層や火山灰層  

が含入し、遺跡の関連を知る上でのキーベッド  

となっている。また、この地域は榛名山の－峰  

ニッ岳の噴出物である浮石質紡鯉状角閃石安山  

岩が古墳に使用された地域でもあり、これらは  

古墳の年代推定にあたっての指標となつている。  

従来この地域の考古学的凌調査は、古墳に関  

して進められているのみで、住居跡・集落等の  

調査は今だに一例も行なわれておらず、わずか  

な表面採集の資料があるに過ぎない。先土器時  

代の遺物は、現在までのところ全く確認されて  

い浸い。縄文時代に至って、後閑町出土の前期  

諸磯式土器、山王町出土の中期加曾利丑1式土  

器、後閑町出土の安行式土器（いずれも数片）  

が発見されている。弥生時代の遺物も縄文時代  

の遺物と同様に少なく、わずかに山王町からの  

後期に属する棒式土器（1片）、後閑町から同  

じく後期に属する弥生町武士器（2個体）の出  

土があるのみである。現在迄の資倒では即断  

は許されないが、概して縄文・弥生両時代には  

継続的宏生活の跡はたどり難い。それに対して  

古墳時代の遺物の出土は莫大な数量に達し、殆  

んど全域に渡って土師器が散布し、その時代相  

も石田川式土器から連綿として認められる。こ  

の背景のもとに突如として権力の象徴である古  

墳が築造され、そむ示す時代相も群馬県に於け  

る最古式のグループに属すものから終末期に至  

るまで「上毛古墳綜覧」によれは総数7ロ余基  

（前方後円墳12、円墳占0余）が確認されて  

いる。その中には全長129m′を計り皇宮を副  

葬品と長大夜壇葬施設の出土した後閑町の天神   
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のみである。このことは、朝廷による中央集権  

機構が整備化され前橋市西部に上野国の中心  

が設定された結果 人民分布の様相もそれをり  

の影響を受けたものと考えられる。  

山古墳、全長80数机を計る上両家二子山古墳、  

東京国立博物館所蔵の天冠を出土した金冠壕  

（二子山）古墳など世に知られているものも多  

レ㌔古墳時代を過ぎると、再びこの地域は忘れ  

去られたようにわずかに磁器片が散布している  

皿 調 査 の 経 過   

レンチ（以下2Tという）、墳丘頂上部から南  

へ墳丘裾部に到る第5トレンチ（以下5Tとい  

う）を設定した。1Tからは羨道壁らしき石組、   

2T・5Tからは裏込外側の被覆石組が発見さ  

れた。   

オトウカ山古墳   

墳丘涙上部から北方へ墳丘纏部に到る第1ト  

レンチ（以下1Tという）を設定し、同時に調  

査前から切断されていた墳丘の断面を精査しも  

1でからは原位置でない石が多数発見されたが、  

塩葬施筑茸石石組などは確認されなかつも  

5月2占日  

24号古墳   

5Tの延長に墳頂から墳丘磯部へ到る第4ト   

レンチ（以下4Tという）を設定、2T・5T  

はトレンチ幅を広げた。1Tの状況からして本   

吉頃の塩葬施設は横穴式石室であると判明した。   

4Tから払 2T・5Tと同様に裏込外側被覆  

施設の石組が発見された。   

オトウカ山古墳   

墳丘頂上部にピット1を、それより1粗南に   

ピット2を設定した。墳丘断面は昨日の継続で   

あった。ピット1・2共に壇葬施設、茸石等の  

遺構は確認されをかった。   

オトワカ山古墳の調査を中止し、2老庄は上毛   

古墳綜覧記載漏れ大塚北古墳の顔査を午後から   

－5－   

5月17日   

調査者の集合を待って正午近くになってから作  

業を開始した。   

オトウカ山古墳の墳丘乳量を終了した。   

5月18日   

雨のため作業中止   

5月19日   

禅蕃寺の西側に所在する第15号古墳の墳丘  

測量を開始し、墳丘の約半分を終了した。   

5月2□日  

15号古墳の墳丘測量を麿了した。   

5月21日、22日   

作業中止   

5月25日   

第24号音墳の墳丘測量を終了した。   

墳丘測量の目的を達成し、5月25日から開  

始される発掘調査に備えた。   

5月25日   

全員第24号古墳に集合し、調査班を編成し  

た。  

1班：24号古墳調査  

2班：オトウカ山古墳調査   

24号古墳  

墳丘頂上部から南西方向へ墳丘磯部に到る第  

1トレンチ（以下1Tという）、1Tの反対側  

墳丘凍上部から東北方向墳丘裾部に到る第2卜  



ATを掘り下げると共に、BTを北に延長し  

B′トレンチ（以下B′Tという）とした。B′T  

の北端部から東方へDトレンチ（以下DTとい  

う）を設定した。ATの墳丘頂上部から長さ約  

8000の浮石質紡錘状の角閃石安山岩が発見さ  

れた。   

測量班   

上毛古墳綜覧上陽村第5号くボンゼン山＞古  

墳の墳丘測量を行夜へ 半分宥度の作業を終了  

した。   

5月28日   

24号古墳   

5Tの南端から東へ第るトレンチ（以下占T  

という）を設定、他に墳丘南東部にピット1を  

設定した。（；T・ピット1からは茸石石組は発  

見され浸かった。   

大塚北古墳   

墳丘東側の裾部へ南一北にEトレンチ（以下  

ETという）墳丘北西部にピットAを設定した。  

Eでからは移動した状態の石が多数発見された。   

測量班   

ボンゼン山古墳の墳丘測量を終了した。   

5月29日   

24考古墳   

昨日の作業の続行。1では羨道部をはぼ掘り  

終え、2T・5T・4T・5Tは実測を残すの  

みとをった。   

大塚北古墳   

墳丘の北東部にビットB、南西部にピットC  

を設定し、ピットAと共に墳丘盛土の状態を確  

認した。ATの墳丘頂上部を広げ、表土に近い  

位置から鉄刀鑑部・銭片等が発見され、褐色の  

礫床やそれを巡る石組遺構が発見された。   

測量班   

上毛古墳綜覧上陽村第2ロ号く亀城山＞古墳   

始めた。   

大塚北墳   

墳丘測量を行怒った。墳丘頂上部から西方へ  

墳丘裾部に到るAトレンチ（以下ATという）  

を設定した。ATにより茸石石組が発見された  

ため、ATの西端から南へ丑トレンチ（以下B  

Tという）BTの南端から東へCトレンチ（以  

下C Tという）を設定した。AT・BTにより  

茸石根石が直線状にあることが判明した。Cで  

からは茸石石組は発見され浸かった。   

5月27日   

再び測量班を編成し、調査の急がれる古墳の  

墳丘測量を行夜った。   

24考古墳   

羨道入口部の南に第5トレンチ（以下5Tと  

いう）を設定した。5Tの幅を広げた。1では  

羨道部を掘り進むと共に、玄室部の位置を掘り  

下げた。他は昨日の作業を続行した。   

大塚北古墳  
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及び羨道入口部、裏込外側被覆の石組にかけて  

の実測を開始した。   

一大壕北古墳   

墳丘断面、ピットC、昨日からの続きの実測  

を終了した。本古墳に関する調査は終了した。   

4月1日  

24号古墳   

羨道入口部にピット2を設定した。玄室部か  

ら玉類・武者強が発見され、実測を開始し、羨  

直部の実測を終了した（  

宿舎では器材・遣物等の整理を行なった。  

4月2日  

24号古墳  

昨日からの実削を終了した。   

宿舎で再度荷物を整理した後、帰途についた。  

の墳丘測量を行かへ 作業の約半分程度を終了  

した。  

5月5□日  

24号古墳   

玄室内から馬具・武器類が発見された。2T・  

5T・4Tの実測を開始した。  

大塚北古墳   

壇葬部を掘り終え、平面実測を開始し、同時  

に茸石の一部の実測を開始した。  

測量班  

亀壕山古墳の墳丘測量を終了した。測量班を  

解散し、班員は1班に合併した。   

5月51日  

24号古墳   

作業は玄室部を主として進められた。羨道部  

ー5－   



Ⅳ 調 査 の 結 果  

れた。上毛古墳繹覧台帳には南東に面する  

前方後円墳と表わされているが、前方部及  

び後円部南半分、後円部西側据部は宅地化  

し、平奏されてぃた。後円部復原径約占5  

桝、高さ（周囲の水田より）約5仰′であり  

周堀は周屑の水田等からは明らかでない。  

太古墳が破顔される際忙埴輪は1片も発見  

されず、埋葬施設も確認されなかった。  

（1）墳丘測量を行ならた古墳について  

① 上毛古墳綜覧上陽村第5号（ボンゼン壕）  

古墳   

上陽村第2号（乞食壕）古墳の南側に位 lヽ  

置し、発掘調査を行なわずに破壊平夷され  

た。墳丘は、測量前から破壊が著しく、西  

側半分を失をっていたが、円墳と考えられ  

る。墳丘復元径約25仰、高さ（周囲の畑  

より）？叩■余であり、周掘は周囲の畑から  

は明らかでなh。古墳綜覧には埴輪片が見  

られると記されているが、破壊平奏される  

際に円筒埴輪下半部を発見した。上毛古墳  

綜覧には「所有者ノ同意ヲ得テ発掘ス」と  

記されているが、その内容は不明である。  

＠ 上毛古墳綜覧上陽村第2ロ号（亀塚山）   

古墳  

上陽村第24号古墳の北東、広瀬川の西   

側約5ロ仰・に位置し、現在保有されている。   

両々西條面する前方後円墳であるが、前方   

部の長さが短かく所謂帆立月式の古墳であ   

る。前方部は畑の状態からすると南側を川   

仰．程度削り取られていると推察され、くび   

れ部や後円部墳頂部もかなり破壊を受けて   

いる。墳丘主軸復元長約占口仰、後R部復   

元径40竹7、高さ（周訂の畑より）約‘仰・   

5ロcm、くびれ部復元幅約15†刀′、高さ   

（周囲の畑より）約1．5珊■である。前方部   

は、畑の状態により、くびれ部とほぼ同じ   

くらいの幅であると推定される。緒論片は   

数多く採集される。  

⑦ 上毛古墳綜覧上陽村第5号（オトウカ山）   

古墳  

上陽村第5号（ボンゼン壕）古墳の東側   

に位置し、我々の測量後に破壊平専された。   

墳丘は以前に．西側約鳩を失をっていた   

が、さらに広瀬団地を南一北に走る道路に   

ょって西側半分が破壊された。円墳と考え   

られ、復元径約5〔＝竹、高さ（周囲の畑よ   

り）5仰5ロcm余であり、周堀部は周囲の   

畑からも明らかでをい。塩葬施設、茸石は   

撹乱を受けており、確認されていない。上   

毛古墳綜覧には「発掘サル」と記されてい   

るが、その内容は不明である。  

（2）発掘調査を行なった古墳について  

オトウカ山古墳は、前記したよう把壁葬施   

設及び茸石等は訝陀’擾乱受け、今回の訴査で   

は確認されなかった。したがって、上陽村第  

24号古墳及び大塚北古墳に関して発掘調査  

内容を報告す忘ことにする。   

－ 占－   

⑤ 上毛古墳綜覧上陽村第15号古墳  

上陽村第14号（金冠壕）古墳の南側に   

位置し、発掘言団査を行なわずに破壊平夷さ  



■ の 上毒舌墳綜覧上陽村第24号音墳  

本古墳は、上陽村第2ロ号（亀塚山）古   

呵の南西、大塚北古墳の北西に所在してい   

た。しかし、この吉原奄後まもをく広瀬団地   

の造成に伴をい破壊平夷され、現在はその   

痕跡も認めらわをい。筒「群馬県の遺跡」   

には「円墳で頂上部はかをり平らにされ畑   

になっている。西斜面には石室に使用した   

とみられる自然石がある。輯輪片もみられ   

る」と記載されてぃた。  

石室は、S－550Ⅶ‘の方向（羨道部  

主軸）へ開口する横穴式石室であるが、  

その玄室はN－4ロ○Ⅵ■の方向に主軸を  

向け、玄室西壁の中ほどに狭長を羨道部  

を直交連絡させたで字形の平面形をもつ  

ものであった。玄室部と羨道部との境に  

は碑石等は発見されていをいが、床部数  

石及び壁石の状態が明らかに相違してい  

たため、これにより区別することができ  

る。   

葦者の定めたポイントにより石室寸法  

値を出すと下記のとおりである。  

石室全長   

羨道右壁寄り  9仰．50m   

羨道左壁寄り  9竹7．4ロ珊  

玄室長   

短辺（幅）  

中央付近  17〃8ノ［（Ⅶ  

北壁寄り  1ノm7ロcm  

南壁寄り  1仰70口耶   

長辺（長さ）  

中央付近  5彿2ロ珊  

東壁寄り  5仰．15ロ乃  

西塁審り  5彿25m  

羨道部長   

全長  

右壁寄り  7珊．占5の刀  

左壁寄り  7珊占ロの乃   

幅  

羨道入口部  8ロm  

玄室入口部  1叩ノ 2cm  

玄室西壁長さ   

玄室北壁一玄室入口部左石  

2ケ刀．22α花   

玄室南豊一玄室入口部右石  
2刑 5ロ花   

（イ）墳 丘  

外形測量図によると直径25彿程度の   

円形喝で、高さ（周囲の畑より）約2叩   

5ロの乃であった。北部はすでに開墾等に   

よつて一部が削り取られ小木や篠等が繁   

り、南部は傾斜が緩やかになって桑畑が   

墳旨上にまで続いていた。㌧頂上部は以前   

は畑として利用されていたが、調査時に   

は荒地化していた。南西部中腹には、後   

に羨道部天井石と判明した硬質角閃石安   

山岩の巨石が地表に露出してぃた。  

調査の結果古墳は黒色土上に営まれ、   

基壇の高さは約1仰′で、その上に横穴式   

石室が構築されており、2段築成である   

ことが判明した。   

基段の底の径は判然としをいが約25仰、   

基段上の積士の径は約2ロ叩．と推定され   

る。また唱丘の各所で破壊擾乱が認めら   

れ、特に頂上部、北部は全く原形を止め   

ていないことが判明した。   

従って墳丘高は不明である。石室前庭部   

を設ぃて葦石は各トレンチのいすれから   

も明確な形では発見されなかった。  

桓）石  室  
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間仕切石付近で強く、南・北壁との接合部  

付近ではわずかに玄室主軸側に内傾する所  
●●  

謂ころびが認められた。   

玄室南壁は著しく崩壊し、東壁との接合  

部付近を除いて根石が残っていた程度であ  

る。玄室東壁の内側に積み上げられたその  

根右列は、玄室東壁付近で僅かに内側には  

いってぃた。   

玄室西壁の玄室入口部の南は、横石のみ  

残っていた程度である。玄室入口部の1石  

は特に大ぶりな石が用いられてぃた〔   

玄室西壁の玄室入口部の北は、北壁に近  

ぃところでは最高1ヶ刀のレベルまで石継が  

残ってぃたが、玄室入口部付近は根石のみ  

残っていた程度である。玄室入口部の1石  

は、床部の間仕切石に接するほど玄室主軸  

側に突出させてぃた。壁面は東壁と同様に  

▲●● わずかなころぴが認められた。   

玄室北壁は、根石に5石（内2石は高さ  

約4ロ珊、幅約8ロm）を用い、最高1竹7  

のレベルせで石組が残っていた。   

羨道部   

狭長な羨道部は、玄室西壁の中央部から  

南西方向へ開口していた。羨道入口部から  

約4仰のところには、吉原査前から地表に露  

出してぃた長径1竹72ロの乃、短径75c椚の  

硬質角閃石安山岩があり、それより羨道入  

口部側に接しては長径17れ2ロ仰の河原石  

が発見された。角閃石安山岩の玄室入口部  

例からは、羨道左壁に乗り羨道右壁にくい  

込むようを状態で27刀×2γれ、厚き約5ロ  

仰の石が発見され（上記5石は羨道部天井  

石と判明）その下に長径7□∽程度の河原  

石数石が認められたが、この部分は羨道壁  

も内側にせり出していたため取り除くこと  

玄室部   

主軸を羨道部とほぼ直交させた長方形の  

平面形を呈してぃる。天井石は1石も発見  

されず、側壁もほぼ上半分は取り除かれ、  

或は崩壊していた。   

床部は、径約2ロの刀、厚さ約1□∽の偏  

平を敷石が玄室主軸付近で最も高く、玄室  

西壁及び東壁付近では低い形を呈し、玄室  

各壁に隣接したところで急下降して深さ約  

1ロ仰の帝を成して、一面に敷かれてぃた。  

敷石の下には白色粘土が厚く諦められ、敷  

石の上には約1ロの乃の厚さで小礫を含む河  

原砂が覆い、河原砂の上面から副葬遣物が  

発見されてぃる。また羨道左壁の延長上に  

2石、羨道右壁の延長上に5石、やや玄室  

北壁側に片寄った状態で長径4ロー55の刀  

短径25～5ロc椚の河原石が白色粘土上に  

並置されていた。羨道左壁延長上の2石の  

河原石の間は、同様の大きさの石を置くに  

充分なスペースで白色粘土が露呈してぃた  

ので、この部分にも石が置かれていたもの  

と推察された。これらの石は間仕切石であ  

ると思われる。   

側壁は河原石を加工を施さずに用ぃた乱  

石小口積で、その碑石にはやや大きめのも  

のが置かれ、根石の＿上には長径5ロ～占□  

珊、短径2ロ～5ロ仰（乃石が楕せれ、間隙  

には数は少をいが長径2ロ伽、短径5のⅥ程  

度の石を詰めて補強してあった。各壁の状  

態を下記すると次のとおりである。   

玄室東壁は、その根石に11石を用い、  

最高1珊．のレベルまで石組が残っていた。  

根石列は、中央付近で南・北南塗との接  

合部を結んだ線よりも1□m程度弧状に東  

側へ広がった胴張りであった。また壁面は、  
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ができなかった。   

嘆塞には、羨道入口部付近で長径2ロ～  

4ロ、短径1ロ～2口糧摩、中ほどでは大  

ぶりな河原石が用いられていた。しかし、  

玄室入口部近近でほ撹乱が著しく、崩壊し  

た側壁との判別が困難であった。   

床部には径約15cm、厚さ1ロ加程度の  

均一で希い河原石を用ぃた敷石が並べられ  

敷石上には厚さ約5（Ⅶで玄室部と同様に小  

礫を含む河原砂が一面に敷かれてぃた。羨  

道入口部の敷石上面のレベルは玄室中央部  

付近の敷石上面に比較すると約2ロcm高h  

位置にあり、玄室部に向ってわずかに下降  

していたとみられる。  

また、玄室入口部付近では、敷石が左右側  

壁の碑石に隣接したところで下降し、細い  

ミゾとをって玄室部のミゾと続ぃていたが、  

羨道入口部付近では発見され貴かった。   

側壁は、長径5［～占□の耶、短径2ロ～  

5□珊程度の玄室部に比べて小ぶり売河原  

石が用ぃられていた。   

左壁は、破壊が著しく、殆んど原形を止  

めていない状態で発見された。根石列は、  

ほぼ直線状の配列を成しているが、玄室入  

口部付近でわすかに広がる傾向が認められ  

た。   

右窒は、羨道入口部から5仰程度のとこ  

ろせでは約1仰一2ロ∽のレベルせで石組が  

発見され、原形を保っているものと推定さ  

れたが、玄室入口部付近では盗掘把・よる擾  

乱により根石を残してぃた程度である。根  

右列は羨道入口部右石がやゃ内側佐突出し、  

それより4γ7のところまでは直線状の配列  

をなしていたが、玄室入口部の付近では弧  

状のカーブが認められた。  

羨道部と被覆石絶との境の石は、長径  

5□～7□∽、短径15～2ロα刀の河原石  

が用いられ、右に4石、左に2石発見され  

た。  

の 石室被覆施設  

石室の壁を被覆する石組は、長径10   

～5ロ∽、短径5～20m極度の河原石   

を囲いた乱石小口積で、強固に構築され   

ていた。確認された部分の石絶は、底部   

ではほ痩垂直に立ち上り、上部へ行くに   

従がh7－チ状に石室側に内偵していた。   

石線根石部のブラン寸法値を下記する。   

2T石組－4で石組   ≒11仰   

2T石組一玄室両壁   ≒ 5叩．   

5T石組一玄室東壁  ＝≒ 5叩．   

4T石組一玄室北壁   ≒ 5桝   

羨道入口部付近の被覆石組根石の配列は、  

羨道部主軸に対して右（南）例で85慶、  

左（北）側で占口慶である。羨道入口部付  

近の被覆石組は、同時佐墳丘を廻る葦石の  

1部とぃえるが、その部分の長さが右側は  

2刑余であるに対して左側は5γれ余であつ  

た。各石組の根石底部レベルを下記する。  

（玄室部中央付近の敷石上面レベルをロと  

して）   

墳丘構築面  一約 9ロ珊   

羨道入口部石組  ＋約 2■ロm   

2T内被覆石組  一約 5ロ珊   

5T内被覆石組  一約 2□m   

4T内被覆石組  一約 2ロ珊   

をお、石室壁と被覆石組との間は、石室  

塗付近で傑を合そp河原砂が用いられ、被覆  

石絶に近いところには士が詰められてぃた  

が、詳細は不明である。   
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中央区 鉄鎖5本（1～5）  

轡1粗  

鉄鋳占個  

鍍具（尾錠） 2個し？）  

南区  画フ1振  

各遺物の説明を下記する。  

（a）武器類  

銑鉄   

（1～5）   

平面は片刃箭式の形状であるが、身部   

の両側に刃を有していることから直にそ   

の名称を使用できない。身は両刃ともほ   

ぼ同じ長さをもち、断面は片側にのみ丸   

みを持つ直弓の形で、先端部は逆刺（か   

えり）の付ぃた一方へ曲った薙刀の形で   

ある。簡被部は長く、片側に逆刺を付設   

し、断面は逆刺部で切刃造りの刀の断面   

に類似するが、他の部分は長方形で、茎   

との境に頼が付いてぃる。茎部は鉄嫉4   

～7に比べて短く、茎先に近いほど細く   

をカ、ところどころで矢端の木質が認め   

られ、断面は帝に近い部分は角のとれた   

方形で、茎先に近くなるほど丸味を増し、   

茎先付近では円形である。   

なお逆刺部は、身との境の凹部（この   

片側は関）から始まり、2珊ほどの部分   

が断面三角形で簡被と稿を形成して接し   

たのち、鉄鉱1に見るよう在銘い、いか  

にも腸月央の名を思わせる部分が突き出て   

いる。   

同罪の銑鉄を実見する機会に恵まれて   

いない現在までのところ、本銑鉄を片刃   

箭式の一夕イブとみなし、片側に逆刺部   

の付いたものと註記するに止めたい。   

国 連 物   

輯輪は各所から数多く出土し、円筒埴   

輪、形象璃論（人体腕部など）も確認さ   

れてぃる。しかし、その全てが破片であ   

り、原位置から移動していたものである。  

士師器、須恵器も少数ながら発見され   

ているが、埴輪と同様に大部分が細片で   

あって、わずかに、羨道入口部付近から   

発邑された須恵器の高杯は、古墳と直接   

的関連があるとみられる。  

石室内出土遺物の咄1は、明治1ロ年   

発行の半銭銅貨であり、岨2は、羨道右   

壁滞乱部（羨道部数石面から5ロ珊高い   

位置）から発見された鉄片であって、す   

でに石室内は盗掘を受けていることが知   

られた。このことを考えると、玄室部も   

すでに盗掘を受け、壇葬遺物もそのぃく   

つかは古項外へ持ち去られたと推辞する   

のが妥当である。  

玄室部床面から発見された遺物は、ぃ   

ずれも玄室東壁寄りの5個所にまとせっ   

た状態で出土した。玄室部は、前に述べ   

たように左右羨道壁の延長線上の間仕切   

石によって5区に分けられるが、遺物は   

その5区ともに発見されている〔北区の   

遺物は玄室東壁と玄室北壁の接合部付近   

から、中央区の遺物は羨道部主軸線の延   

長と玄室東塗の接合部付近から、南区の   

遣物は玄室東壁と平行に発見された。各   

区の出土遺物を下記する。  

北 区  直刀2振（直刀⑦、刀茫部）  

銑鉄7本（4～1□）  

管玉5個  

小玉71個  

鉄片若干  
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5のような小突起状のものと三味棉のパテ  

のように広がって草との墳にはつきりとし  

た段をもつものとがある。事は革朱に近ず  

くはど細くをり、ところどころで失柄の先  

端の木質が認められ、断面は頼に近い部分  

は角のとれた長方形で（鉄悠1ロ）茎先に  

近い部分は円形とをってぃる。  

（4～1ロ）   

尖横型に属し、身部の両側が中央付近で  

わザえに内管して柳葉式と呼ぶにふさわし  

い。身部の断面は片側にのみ丸味を持つ直  

弓の形で、簡被との境には心もちかえりを  

もつ関が形成されている。箆被部は長く、  

断面は長方形で、茎との境の稗は鉄鉄1～  

表2 鉄鋲寸法表   （単位：m）  

5  4  5  占  7  8  9  1口   

全  長     15．5  15．5  15・7  15．8  

長  さ  4．5  5  4．5  2．5  2．5  2．9  2．5  2．5  2．9  

身 部                              慣（中ほど）  ロ   0．9  ロ   ロ  1．2  ロ  1．1  1．2  

厚さ（中ほど）  0．25  ロ，25  □．2  0．2  ロ．2  0．4    0．15  0．25  0．2   

長  さ  75  8   8．5  8．占  78  8．1  占．占  8．5  

箆被部                              幅 （中ほど）  0．占  0．占  0．5  ロ．5  ロ．5  □．5  ロ．占    0．占  0．5  

厚さ（中ほど）  ロ．5  0．5  ロ．5  0．5  D．5  0．5  0．5    0．5  0．55   

長  さ  2．5  2．5  2．1  

逆刺部  
幅（中ほど）  ロ．1  ロ．2  ロ．1  

長  さ  2．5  2．7  4．占    4．8  4．9  

茎 部  幅（頼付近）  ロ．占  0．7  0．5        【ロ・8    ロ．4  ！ l－－ l＿＿」   

直 刀  

（1）茫部を南に、刃を西に向け、玄室東壁と   

平行に置かれ、原位菅を動ぃていないもの   

と推察された。全長1仰7m、鉄製平造の   

大刀で、錆や腐蝕も比戟的少をく、完形晶   

である。身は角背で、ゆるやか凌カーブの   

ふくら建部を有し、錐部付近からわずかづ   

つ身幅及び背幅を増Lて、柄部に表替され   

るわずかを段をもった片関のところで最大   

とをる。身部の長さ85m5郡郡、茫部付近  

の身幅5珊5郡郡、背碍紬郡、刃関の部分の  

身の幅4cm5m郡、背信1m2m郡。茎部は、  

関部から背及び関側とも内債し、厚さも関  

側に対して背が厚h台形断面のままわすか  

づつ寸法を滅じて、柄部へ強固に装着する  

よう段をもって細くなっている茎先部へと  

続いている。茎先から4mと14珊5御願  

に近い位置には径5m帯の目釘孔が穿舟れ、  

またところどころに柄知の木質が認められ  

る。茎幅は、関部のところで5m、茎先付   
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近で2抑、革先で8珊、厚雫は事の車はど   

で背脚9耶＼開脚占mである。  

（2）著しく破損した状態で、玄室北壁と平行   

して発零され、原位置をわずかに移動して   

いるものと推察された。大刀の身部である   

と思われるが、饉部及び茎部は発見亨れて   

いをい。角背で、鉄製平造。比較的保有の   

良いとrころで身の幅2cm8m椚、背信8m珊で   

ある。  

（‘錐部）  

直刀①と伴出Lた。著しく腐触し、崩壊   

し、製作時の寸法は予想できない。わずか   

に鑑のふくらが認められ、残存部長9c椚2   

耶珊を測る。これと同位置から多数の鉄片が   

出土したが、接合はできなかったけれども   

本刀と同一なものであることが推定される。  

（b）馬具類  

轡、衝・湧板・引手が連結された形で  

発見ずれた。著しく腐触しており、衝の  

ところで2つに割れ、鏡板の1つは5分   

の1程度を欠損してぃた。衡は他て多く  

見られる2連式で、一辺7肌仰の鉄製角丸  

角棒の両端を外径2m5m爪と2c例の頓に  

丸めた長さ8押Zのもの2つを、1端（径  

の小さh環）は互いに組み合い、他端   

（径の大きh項）は廣板と引手に連絡さ  

れている。鏡板は、一辺8郡の鉄製角丸   

角棒を最長外径9m、最短外径占珊5郡m  

の楕円形に折り曲げたものである。引手  

は、衝と同じような鉄製角丸角棒の両端  

を外径2c刑5m仰の環に丸めた長さ15c昭  

5m澗のもので、1端の環は街に連結され、  

他端の環は引手の中心線に対して約5慶  

の角摩を持って曲げてある。  

鉄鏡 5仰×5仰の正方形のものが5  

個、5の乃×2の耶の長方形のものが5個発   

見された。ところどころに裂がはいり、   

錆も多く付着してぃるが他の金属は付着   

してい奇い。正方形タイプのものにはd   

個、長方形タイプのものには2個と径1   

∽、厚さ5郡澗程直の笠形の顔が付いてお   

り、頭と同じ数の針（ハリガネ状の突出   

部）が頭と反対側に突き出てぃる。針の   

遺存状態は悪〈、有機物が付着し大部分   

が折損しているが、正方形タイプのもの   

の中に一辺の側に折り曲げられているも   

のがある。  

また、長方形タイプのNn占は片側の頭   

及び針がとれて長方形板に小孔がみられ   

ることから、布部に対して頭・針は別個   

に作られたのちに組み合わされたものと   

考えられ、占個の鉄鋲とも同様な製作方   

法によると推定される。   

厚さ（針部を除く）は正方形タイプゐも   

のが7郡抑～1cm2m珊、長方形タイプのも   

のが7侃郡～9郡郡である。  

出ナ状態凌どから、馬具の皮止めに使   

用されたものと思われる。   

餃具（尾錠）破片の状態で発見され、   

最低数2個が確認できる。他の金属の付   

着はみられず、ぃずれも径占郡郡程度の鉄   

丸棒を折り曲げて作られている。長さ約   

5cm5mm、幅約4珊と推察される。  

（c）玉 須  

管玉、碧玉製であり、深緑色を呈し、   

中には白い縞模様をもつものがある。穿   

孔は全て片側から行夜われ、穿ち終りの   

側にはいずれも皿状のくぼみが認められ   

る。外形寸法は、径5椚m、長さし1～）   

1m5m玖1珊d都祁、1cm9冊、2m2   
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訊m、2∽5冊である。孔径は、穿ち始め  

で2〝澗、穿ち終りで0．5都祁を測る。  

小玉、いずれもガラス製であり、総数  

の内訳は青色41個、青緑色15個、緑   

色1ロ個、黄色5個となっている。  

外形寸法は径5郡．詔、厚さ2扁額蜜が一般  

であるが、稀に径占郡劇、厚さ4澤．課程覆の  

ものもある。  

（d）羨門前出ナ上器   

毒杯 器体の接種廣を欠損してぃる。出   

士位暦が石室構築面と密着してぃたため、   

舌喝との関連性を指摘し得る。胎土中には   

砂粒を含み、焼成は粗雑であり、全体的に   

暗灰白色を呈する。杯部はふつくらとした   

丸味を持つ墳形で、口辺は直立」、中位に   

は2本の横線が走り、横線の下には浅くデ  

リケートを櫛枯渡文が施されてぃる。脚部   

は杯部の高さと同じ位で、広きのやや大き   

い三味線のパチ形を呈し、5個の縦方向の   

長三角形を呈する漬しが1段で穿たれ、下   

部には2本の繚練が横走する。全高17∽、   

杯部高8c椚、脚部高9甜、ロ緑部外径18   

用5郡価、受け部（くびれ部）外径5c椚5mm、   

脚部下部最大径14仰Zである。  

① 上毛首唱綜覧記載漏 大塚北南項  

本台噂は、山王大塚古墳の北々西、24  

号音項の南東方向に所在していた。しか  

L、この古墳も我々の詐査後に広瀬団地  

の支道が墳丘の中央を通過し、破壊平萌  

された。  

（イ）墳 丘  

外形測量図によると径約15仰のや  

ゃ南々西に長い長楕円形を呈し、高さ  

（周囲の畑より）は1循2ロ仰程度で  

あった。項丘上には以前小葉そどが植  

えられていたが、誕査時には荒地化し  

ていた。項丘裾部には桑畑が続き、周   

堀の跡は周囲の畑からは明らかでなレ㌔   

墳形は、墳丘の南西部に設定したト   

レンチから発見された葦石の配列に特   

異性が認めLれ、その根石が直線状に   

並べられていることから、方項という   

県下でも珍らいへ形状を皇ナことが判   

明した。しかし、葦石が石組を成して   

発見されたのは墳丘南西部の一一辺11   

仰程度のみで、他には発見されをかつ   

た。  

コ貫丘の北西部からは、明らかに後世   

にをってから墳丘裾部を切削って投げ   

込まれたと考えられる径2□抑Z程度の   

河原石が各所にまとまった状態で地表   

面下4ロ仰～1仰の位置まで発見され   

た。その分布状態は墳丘南西部の葺石   

根右列とほほ平行であった。   

墳丘の北東部では、堵丘北西部と同   

様に墳丘南西部の茸石根石列とほぼ平   

行の分布状態で、項斤裾部を切削って   

投げ込まれたと考えられる河原石が発   

見された。  

墳丘南東部では、河原石が地表面下   

2ロ澗の位置から発見きれた。  

嘩丘の南西部から発訂された茸石は   

径20cm程乾の小沼楼河原石を用ぃ、   

墳丘積士に一面で積み上げられ、自然   

石乱石稽による強固夜道りであった。   

地表面とは4ロ慶の角度を持ち、その   

根石は水平に置かれ、根石と同じ大き   

さの石が墳丘積十と直角に組み上げら   

れていた。茸石の根石列はN5口和の   

角変を持ち、後述する埋葬部主軸に直   

交して置かれていた浮石質角閃石安山   

岩までの平面距離は約5椚であった。   

項庁の頂上部は著しく擾乱されてぃ   

たため、嘩斤扁の測定は不可能であつ   

た。  

（ロ）埋葬施設  

噂丘頂上部の表土を除去した時に、  
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礫を含んだ河原砂が墳丘南西部の   

茸石碑石列と平行または直交する一辺   

約4仇の範囲で分布し、河原砂の中か   

ら埋葬施設石組及び塩葬部が発見され   

た。しかし、後世に墓地として利用さ   

れたため撹乱が著しく、壇葬施設はそ   

の底部を残すのみであった。   

施設の中央には、幅80m、長さ2   

7れ25亡澗の矩形の範囲で小礫を含んだ   

黄褐色の河原砂が認められ、河原砂の   

上面から埋葬遺物が発見されたためこ   

の範囲を塩葬部と判定した。その主軸   

はW4ロごsの方向であり、墳丘南西   

部の茸石根石列とほぼ直交する。埋葬   

部床面のレベルは、墳丘南西部の茸石   

根石から1仇50c刊を測定し、平坦な   

面を呈していた。河原砂は平均1ロc椚   

の厚さを持ち、・その下は直接に墳丘積   

土となっていた。また床面上の調査作   

業中に径1ロ∽程度の河原石数個に付   

着した赤色有機物を発見した。   

墳丘南西部の葦石寄りの塩葬部床面   

と隣接した位置には、塩葬部主軸と直   

交して長径85cm、短径50∽の浮石   

質紡纏状の角閃石安山岩が発見きれた。   

塩葬部の長辺に隣接した部分は、幅   

約4ロcmで墳丘積±が露出していた。  

塩葬部の周囲からは、床面を囲むよ   

う造形状で外信約2血80CmX4m′5ロ   

∽ヱの石組が発見された。石組には径1ロ   

珊×月明厚さ5cm－2ロ仰の河鹿石   

が用いられ、擾乱されていたため最も   

残っているところで高さ約50αⅥであ   

った。埋葬部の東側の短辺付近の石組   

は弧状を呈して残っていたのに対して、   

西側の短辺付近は殆んど腺形を止めて   

い浸かった。  

「う 遺物  

埴強ば細片がわずかに発見されたが、   

本古墳に副葬されていたとするには炭   

がいがある。土師蓄、須恵器も細片が   

わずかに採集きれたが話形すら判別で   

き貴いのが大部分であった。また、本   

古墳が後世に墓地として利用された際  
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の人骨頭部、銅銭2枚が発見された。   

銑鉄、鋲片は多く発見されたが身の  

形を判別できるのは5本のみで、いず  

れも原位置を移動しているものと推察  

された。   

鉄錬1，2は尖横型柳葉式に分類さ  

れる。茎部は欠損し、身部の先端から  

7の究程度の小部分である。身部長2刑  

余、身部幅1cml郡玖 身部厚さ2～5  

爪狐 箆被部幅5郡吼 箆被部の厚さ5乱払  

断面は、身部で片側にのみ丸味を持つ  

直弓の形て 箆被部は長方形である○   

鉄鎖5は片刃箭式に分類される。身  

部の先端から4cm占爪沈までの小部分で  

身部長4c叫 身部背幅5郡玖箆被部幅  

7m叫 箆被部厚さ4m吼 断面は身部で  

契形．箆被部で長方形である。   

錠部 地表面下約5Dcmの位置から  

発見され 他の部分は伴出せず、原‾位  

置を移動しているものと推察された。  

大刀の錯部と推定され、鉄製であり、  

ゆるヰかをカーブを持つふくらが認め  

られる。身幅2c7乃5m玖 背幅約9郡取  

残存部長占の加   

刀子 鉄製であり、塩葬部床面に密  

着した状態で2本発見された。   

刀子1は、錠部を欠損した長さ15  

∽5郡mの部分で．身幅約1仰5郡玖 背  

信約5郡仇を測る。茎部は長さ4〝Z5郡叫  

厚さ4仇祝を有し、茎先から8都筑の位置  

に径2獅の臼釘孔が穿たれている。   

刀子2は鑑部を欠損し、茎部も同時  

に出土したが関都付近を失っていた。  

比較的保存の良い部分で身蒔2cⅥ、背  

幅郎叫 茎幅1cm2郡叫 茎厚さ5郡耽を  

測る。   

尾錠 破片が2個発見され1つは  

埋葬郎床面に密着していた。鉄製であ  

り、有機物が付着し、長さは5m、5  

∽2郡孤を測る。断面は2個とも中央部  

で径5爪花D円形である。   



Ⅴ   あ と が き   

以上、調査の概要を報告したが、発掘調査を  

行浸った古墳に関して明らかと売った諸点を付  

記したい。   

上境村第24考古墳   

① 墳丘外部施設としての埴輪及び蓑石の存  

在が推定される円形填である。  

（わ 南西方向に開口する横穴式石室は、丁字   

形の平面形を呈し、築造当初より複数盤葬  

を意図し、その構成には所謂高麗尺く1尺  

を約55C打ととした＞の使用された可能性が  

強い。  

（前 石重の構築法及び玄室部の平面比率は群  

馬県所在の古式横穴式盲墳に類例が求めらJ  

がなお検討を要する。   

以上把よ勿本古墳群調査の報告を－おう終る  

がこれで調査古墳についての報告がすべて完了  

した訳ではない。整理検討を集める把従がって  

多くの興味ある問題も生じてきてぃる。しかし  

それらについては紙面の関係等もあ射記載する  

ことができないが、別の機会把公表する予定で  

ある。   

文末をがら、資料を整理するにあたって県立  

前橋工業高校歴茫研究部の諸君の協力を得た。  

記して感謝の意を表し、併せて今後更に広い視  

野からの検討を約束したい。   

れるっ  

＠ 出土遺物の時代相は、横穴式古墳出土遺   

物中で古式のグループに属する。  

「引 広瀬古墳群におぃては、浮石質角閃石安   

山岩使用の古墳が多く認められるに対して   

本吉墳からは1石の発見もみられ浸かった。  

耳）以上により木古墳の築造年代は、浮石質   

角閃石安山岩使用以前であゎ、しかも珍し   

い石室の平面形あるぃはその比率、または   

遺物等からして、d世紀の終末から7世紀   

の初頭佗かけての頃と推定される。  

大塚北古墳  

（∋1辺約14仰の方形填であゎ、埴輪の存   

在は疑がわしh。  

ぐわ 竪穴系の塩葬施設をもつものと推定され   

る。  

げ）浮石質紡錘状の角閃石安山岩の使用が認   

められてぃる。  

し裏 築造年代は7世級中程以降に求められる  
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0      5岬 ニ  

第5図  ボンゼン山古墳 墳丘測量図  

－1占－  



第4図 オトウカ山古墳 墳丘測量図  
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第5図 上陽村第15考古墳 墳丘測量図  
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第占図  亀壕山古墳 賓丘測量区  
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第7図 上陽村第24考古項 墳丘風量園  

－2ロー   
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、  

育U＝軋リ   

第9図  鉄 鋲 実 測 図  

弓≡＝ヨフ  

第1ロ図  直 刀 実 測 図  
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第11図  轡 実 測 図  

g望彗 塵塾  

∈惑虚  
埼 僅≡塾  

辞、  

ト  

噂  
封明  

第12図  鉄 鎖 実 測 図  
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 こ∈⊃  庄≡∋  

第15図 玉類及錬具実測図  

第14図  高林（須恵器）実測図  
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第15図  大塚北古墳 墳丘測量図  

第1占図 大塚北古墳 墳丘断面実測図  
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第17図 大塚北古墳盤葬施設 実測図  

二r二  

第18図  大塚北古墳出土遣物 実測図  
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1，ボンゼン山古噂  

2．オトウカ山古墳  
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5．亀 塚 山 古 墳  

4．24号古墳及大塚北古墳  
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5．24号古墳全景  

d．24号古墳 羨道入口部  
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8・ 24考古増 羨道部   

ヱ 24ヤ古墳 玄室部  
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R 24考古墳玄童地雷 遺物出土状態  

1D・24号古墳玄室中央区 遺物出土状態  
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11．24一号古墳玄室南区 遺物出土状態  

12，大坂北古墳全景（－）  
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15．大塚北古埼全景（二）  

軋大塚北古項葺石及埋葬施設  
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15・大塚北古墳 盤葬施設  

1d・上両家二子山古墳（何）  
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17′ 金冠壌（二子l＿U）古墳（何）  

18 山王大塚古墳（何）  
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編   集   後   
記   

広瀬団地は碓工費4億余円で41生5月着工、15d舶を区政整理、住宅団地を50ん造成1ロ  

立間把120C戸を建てるとぃう大規模を土木工事であった。このため団地内の八幡山、天神山  

金冠塚など占5基（古墳綜覧）が、この中に含ぜれたわけである。   

5月、文化財調査委員の先生方に現地の現況調査をれただき次のごとき意見具申を開発部局に   

捷出した。   

「又化財（特に壇蔵文化財である古墳）の破壊は都市区画整理事業とは相反するところであり、  

先∧が築きあげた遺産は保存してぃくことが現代人の義務である。現況調査の結果原型をとどめ  

ているものは数少なぃが、内別席造や、遺物については発掘調査をしてみなければ明確惹ことは  

レハハえなぃ。区画整理にあたっては、充分留意し、遺物の処置を行われたぃ。破顔を禁ずるのは  

教育文化、風致上重宴であるからである。   

現状の中で公園化して保存をされたい。山王地区、禅泰寺周辺は中世の遺構も含まれてぃるの  

で保存する必要がある。   

区画整理（整地）以前に発掘調査を実施し記録保存をはからなければならなぃ〔」云々   

以後、開発は急速に進められ、手をこまねいてぃる間にメイン∴ストリートはブルトーザ一によ  

り貫通された。オトウカ山は半分賓を消したのである。42生5月、前橋工業高等学校松島栄治  

先生に要領し、緊急発掘調査を開始したのである。前工、前者、前女の生徒諸君には、春休みに  

もかかわらず、弾着寺を宿舎として脇力をぃただぃた。感謝の意を表したぃ。   

今回、この報告書を発干りするに当カ、滅失した首唱のみたまをとむらh、学術的表音己録保存を  

後世に伝遵できることをよろこぶものである。   

おわ りに   

調査担当の松島栄治先生、前工OBの笹沢君に厚く敬意を表し後記とぃたしたし㌔  

昭利45生5月  前橋市教育委員会社会教育課  

社会教育主事 阿久津 宗 二  

昭和45生5月2 0日印刷  

昭弁口45生5月25日発行  

前橋市文化財講査報告書  

第1集   

編 集 前橋市教育委員会社会教育戎  

未発行 前橋市大手町二丁自11－1（24）1111  

巨口 刷 
平野プりント  （5112900  
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